地域に根ざす管楽器活動をめざして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   神戸小学校金管バンドクラブ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     教諭　　山中　幾代
１　はじめに
本校は，鈴鹿市の中心部に位置し，地域には神戸城跡をはじめ，寝釈迦祭り，石取祭りなどの賑やかな祭りが残る，歴史豊かな町にあります。
鈴鹿市の課外活動は，すべて社会教育団体として活動していますが，指導者の多くは教員です。音楽活動をするクラブは金管バンドの他に，リコーダークラブ，合唱団等があります。金管バンドクラブは，以前は県内にいくつもありましたが，指導者の問題等で活動を縮小していったり，徐々になくなったりして減っていきました。市内にはたった２校しかありません。しかし，三重県を代表するバンドとして積極的に演奏活動に取り組み，多くの卒業生が鈴鹿の吹奏楽を盛り上げています。
２　活動について
　全校児童６４０人の大規模校ですが，課外活動に参加する児童は年々減少の傾向にあります。地域の学童保育所が充実していることや，子どもたちの習い事が多様になっていることもあってか，保護者に負担のかかるイメージが強い社会教育活動への参加に二の足を踏む家庭が多いようです。地域の子どもたちが縦のつながりをもつことは，将来的には地域活動を盛り上げる力になると思うのですが，まだまだアピール不足を感じています。
本校の金管バンドクラブは昨年度８名の６年生が卒業生したことで，４月のスタートは６年生１名，５年生１名，４年生４名，３年生２名の８名になりました。とてもコンクールに出場できるような状態ではなく，早速メンバー獲得のため５月に恒例となった中庭での「ハッピースマイルコンサート」を開催しました。演奏後に楽器の体験をするコーナーもあり，その後２名の部員が入部してようやく１０名になりました。　
夏のコンクールに１０人で挑戦し，（県大会：金賞）秋には新しいメンバーをむかえることになりました。総勢１２名（新入部員のほとんどが４年生！）の，４年生が主体となるメンバー構成で，秋以降の地域での演奏会にのぞみます。学校の授業や行事の中で演奏を披露する機会がないので，地域での演奏は子どもたちに活動を知ってもらえる絶好のチャンスでもあります。また，地域で必要とされるバンドになれば，学校でも活躍を認められ，活動を応援してもらうことができます。
1 「地域に愛されるバンド」になろう　

恒例行事以外にも，依頼があれば積極的に参加します。今年度当初は１０人のメンバーで曲を仕上げる難しさに苦しみましたが，７月のショッピングセンターでデビュー演奏の後，聞いてくださった方から「感動して涙が出ました。家に帰っても，とってもいい気持ちで，子どもたちの笑顔と充実した顔が心に焼きつき，うれしくてお便りさせていただきました。」というお葉書をいただきました。主催者や，演奏を聞いてくださる方との出会いを大切にし，喜んでいただきたいという私たちの思いが演奏を通して伝わったことがとても嬉しく，励みになりました。
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ここ数年依頼が増えていることもあり，新入部員を入れた１２人でも，たくさんの秋のイベントに向けて練習する苦労は同じです。いつも仲よくしている玉垣小学校と合同で出演するなどしながら，精一杯演奏を届けました。
７月以降の主な活動

　７月・・・「社会を明るくする運動」でのオープニング演奏（鈴鹿イオンモール）
　　　　　 「鈴鹿市中学校合同演奏会」招待演奏（鈴鹿市民会館）

　８月・・・西条保育所「お誕生会」での演奏（校区内）

　９月・・・「西条地区敬老祭」での演奏（西条公民館）

１０月・・・「神戸スポレクカーニバル」でのランチタイム演奏（神戸小学校運動場）

　　　　　　神戸宗社「秋祭り」での演奏（神戸宗社）
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　　　　　　「神戸小・中・高校ジョイントコンサート」（神戸小学校体育館）

１１月・・・ひまわり（老人介護・リハビリ施設）での演奏（校区内）

　　　　　　「輝けブラス交歓演奏会」（松阪市）

１２月・・・「吹奏楽フェスティバルｉｎ鈴鹿」（鈴鹿市民会館）

　　　　　 「鈴鹿ライオンズクラブのつどい」での演奏（市内会場）

２０１７年　
１月・・・ホンダ技研「ユニオンフェスタ」でのオープニング演奏（ホンダ技研工場内）

　　　　　　　　　アンサンブルコンテスト県大会（三重県文化会館）

２月・・・北勢地区バンドフェスティバル（鈴鹿市）

　　　　　　　　　　アンサンブルコンテスト東海大会（愛知県）

３月・・・第２２回お別れ演奏会（神戸小学校体育館）
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2 　他バンドとの交流

鈴鹿市は，吹奏楽がさかんです。小学校の合同バンド演奏はもちろん，校区の中学校，高校とジョイントコンサートをしたり，市が主催する吹奏楽フェスティバルなどで市内の中高生のバンドと合同演奏し


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　おわりに
今年度は，「どうすればもっと良い音になるか」，「音楽をどう表現すれば伝わるか」，ということよりも，「素晴らしいバンドとはどんなバンドか」といった，心を鍛え，磨くことに時間がかかりました。自分の心を見つめ，クラブの一員としての行動を問われる日々が続きました。 

私たちの活動は，多くの方々に支えられています。親の会の絶大な協力はもちろんのこと，練習場所をお借りしている学校や，イベントに声をかけてくださる地域の方，練習や本番の演奏を見に来てくれる卒業生やその保護者など，惜しみない愛情を注いでくださる方々に力をもらって今日まで活動を続けてくることができました。今後も子どもたちとともに，日々感謝することを忘れず，音楽をよりよい音楽づくりをする努力を積んでいきたいと思います。
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西条地区敬老祭





たり，また，県民文化祭では県内の吹奏楽が集まって演奏するなど，交流の機会が多くあります。


今年度も１４回目を迎えた神戸小・中・高校ジョイントコンサートを１０月に開催しました。楽しみにしてくださっている地域の方や児童生徒がたくさん来てくださり，アンケートには励ましの言葉や，「来年も必ず来ます。」といったメッセージを寄せてくださいます。





「三重県小学校合同バンド」の合同練習
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